
座間市教育委員会企画展示 「よみがえる縄文時代」 

     展示品リスト 

番号 種別 名称 市内出土遺跡 点数  

第一部 縄文人の生活  

1-1 石器 石鏃 50 緑ケ丘南遺跡 

45 打越遺跡 など 

45  

 

石鏃（セキゾク） 

 

 

 

 

 

 

 

石皿（イシザラ）と磨石(スリイシ） 

 

 

 

 

 

 

深鉢形土器（フカバチガタドキ） 

注口土器（チュウコウドキ） 

 

1-2 復元物 石鏃を装着した矢 ― 1 

2 石器 打製石斧（撥形） 11 平和坂遺跡 1 

3-1 石器 打製石斧（分銅形） 3 上栗原遺跡 1 

3-2 石器 打製石斧（分銅形） 52 下谷遺跡 1 

3-3 石器 打製石斧（分銅形） 50 緑ケ丘南遺跡 1 

4-1 石器 打製石斧（短冊形） 11 平和坂遺跡 1 

4-2 石器 打製石斧（短冊形） 52 下谷遺跡 1 

4-3 石器 打製石斧（短冊形） 50 緑ケ丘南遺跡 1 

5-1 石器 磨石 50 緑ケ丘南遺跡 1 

5-2 石器 石皿 50 緑ケ丘南遺跡 1 

6 石器 （底抜け）石皿  11 平和坂遺跡 1 

7 土器 深鉢形土器 52 下谷遺跡 5  

 

 

 

 

 

8 土器 深鉢形土器 11 平和坂遺跡 3 

9 土器 深鉢形土器 55 中原遺跡 2 

10 土器 注口土器 50 緑ケ丘南遺跡 1 

第二部 縄文人の心  

11-1 石製品 磨製石斧 50 緑ケ丘南遺跡 1   

 

 

 

11-2 石製品 磨製石斧 11 平和坂遺跡 1 

11-3 石器 砥石 11 平和坂遺跡 1 

打製石斧 

（ダセイセキフ） 

顔面把手（両面） 

（ガンメントッテ） 

垂飾 

（スイショク） 

磨製石斧 

（マセイセキフ） 

令和５年３月８日～１４日 於 ハーモニーホール座間常設展示室 
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 主な縄文遺跡の発掘調査地 

12 石製品 石剣 50 緑ケ丘南遺跡 1  

 
13 石製品 垂飾 50 緑ケ丘南遺跡 1 

14 石製品 ヒスイの太珠 52 下谷遺跡 1 

15 土器 顔面把手（両面） 5 蟹ケ澤遺跡 1 

番号 遺跡 No.・名称 主な発掘調査地点名 発掘調査報告書 

１ ３・上栗原（かみくりはら）遺跡 D 地区 S57『上栗原 D 遺跡』（市教委） 

２ ５・蟹ケ澤（かにがさわ）遺跡 第１次調査地点 S48『座間町文化財調査報告第二 蟹ケ澤・鈴

鹿遺跡』（市教委・復刻版） 

３ １０・飯縄上（いいづなかみ）遺跡 （米軍キャンプ座間内） S63『飯縄上遺跡』（調査団） 

H12『米軍キャンプ座間地内遺跡』（市教委） 

H26『飯縄上遺跡』（財団） 

４ １１・平和坂遺跡 （米軍キャンプ座間内) 

 

H5『平和坂遺跡』（調査団） 

H12『平和坂遺跡』（財団） 

５ ３８・庚申下（こうしんした）遺跡  H30『神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書 65 

庚申下遺跡』（県教委） 

６ ５０・緑ケ丘南遺跡 間の原（あいのはら）遺跡 

（目久尻川遊水地） 

S62『間の原遺跡―目久尻川栗原遊水地建設

に伴う発掘調査記録』（調査団） 

７ ５２・下谷（しもや）遺跡 第２次調査地点 

第３次調査地点 

第４次調査地点 

現在刊行作業中『下谷遺跡第２次調査』（民間） 

現在刊行作業中『下谷遺跡第３次調査』（民間） 

R3『下谷遺跡第４次調査』（民間） 

８ ５５・中原（なかはら）遺跡 中原・加知久保（かちくぼ）

遺跡 （市立中原小学校） 

S59『中原・加知久保遺跡 座間市文化財調査

報告第１０集』（調査団） 

９ ６３・鈴鹿（すずか）  S48『座間町文化財調査報告第二 蟹ケ澤・鈴

鹿遺跡』（市教委・復刻版） 

石剣 

（セキケン） 

ヒスイの太珠 

（ヒスイノタイシュ） 


